













参考図

２０１６年度センター試験　数学Ⅰ・数学Ａ　

第５問　選択問題

　　　四角形において，，，であり，

　　つの頂点，，，は同一円周上にある。対角線と対角線

　　の交点を，線分を：の比に内分する点を，直線

　　と直線の交点をとする。

　　　次の ア には，下の～のうちから当てはまるものを一つ選べ。　

　　　の大きさが変化するとき四角形の外接円の大きさも変化する

　　ことに注意すると，の大きさがいくらであっても，と大きさが

　　等しい角は，とと ア である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　

　　　このことより




イ

ウ
である。次に，と直線に着目すると，





エ

オ
である。

　　　直線が点を通る場合について考える。

　　　　このとき，の辺上に点があるので， カ である。

　　　　また，直線と直線が点で交わり，点，，，は同一円周上にあるので，

　　　 キ  ク である。

　　　四角形の外接円の直径が最小となる場合について考える。

　　　　このとき，四角形の外接円の直径は ケ であり， コサ である。

　　　　また，直線と直線の交点をとするとき，




エ

オ
の関係に着目してを求めると，

　　　 シ である。
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解　答　

　　　から，，の円周角として

　　　　　　，　 　

　　　においてはの二等分線であるから

　　　　　　













　

　　　と直線についてメネラウスの定理を用いると

　　　　　　








　すなわち　











　　　　　　よって　








　　　直線が点を通る場合

　　　　についてチェバの定理を用いると

　　　　　　　








　

　　　すなわち　








　よって　 

　　　　とおくと，方べきの定理により　

　　　　　　　すなわち　


･


　

　　　　　　　よって　  　から　   

　　　四角形の外接円の直径が最小となる場合



















 

　　　　外接円の半径を，とすると，正弦定理から

　　　　　　　



　すなわち　



　　　が最小となるのはすなわちのときで

　　　外接円の直径は  であり，

　　　  である。

　　　　


　から　　

　　　





から　：：：　よって　 


